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賴こま意していただまたりことほ全のためにおずお守りくだをい) 


この取扱説明書および製記への表示では、製品を安をに正しくお使いいただぎ、あなたや他の人々への危害や財産 ' 

への損善を未然に防止するためじ、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は巧のよラになっています。 
内容をよく理解しでから本文をお読みください。 

: As . 馨とこの泰をを無糖心口誤った取りぉいをす争)と、-又が巧た’、’重負-ぅす能性、‘島■ごは火巧の端盛力こ i 

:' .. .が. X ::.ぷミ：谎： •:::•• A み'•ホ•ミミミ A . ぷ • ... ••、 * ^ *Se •ミ :： •• 

A :：この表示を無視じこ'誤った取り扳いをずると、•人が傷害を負う巧能 I 圧や物の損雪が凳をび想定される； 

/ • \ 巧客を示しでいまず a " 

—.〜 ..." - ""一.、.. .. . — - - - - - - - - - - - 二--:-. - -. 1 - ふ .-、： ------ .. _ ； i 
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:こ Ic 表示の 例'‘' ん A 記皂はを意を促す内客びあること志きげる屯みち％。：.. - . —i 
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耸 I 己号はを意を保す内客びあることをきげる屯みを寺。.. ' - 

図の中に員体的な'ま意內容(左図の場ちは一蔽的なミ主意)が描かれでいます0； ‘ . • '、' ] 

&霉号は禁止の行為をあることを告げるちのでず。— 

図の中やお提に具がのな禁止內容(左図の場爸はガソリン禁止)び描かれでいます。 

〇記号は巧為を指示する內客を告げるをのです。 

驛の审に具化的な指示の容(を図の場合は電源プラグをコンたシトからおいでください） 
び描かれでいまず。 1' ; 



告 (WARNING) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高いミおは、絶巧に使巧しない 
でください。 

义災の原因になります。 


巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 
巧類が落下しで义がつき、义災の原因に 
なります。 


温風吹出□をふさびない 

巧類、紙などで温風吹化□や空気取入 □ 
をふさびないでください。 < 

巧類、紙などでふさぐと、义災の原困に 
な0ます。 


(§) 






スプレー吿厳禁 

スプレー生や力じツトこんろ巧ボン M 
ベなどを、温風のあたるところに放て] 
置しないで < ださい。 ^ 

熱で生の圧力が上びり、爆発しで危険です。 


傭® 


定期点横の実施 

定期的 （2 年に1回程度）に点検•整備 
を受けでください。 

点検を受けすに長期間を巧し続けると、 
巧障や事故の原因じなり危険です。点検- 
整備はお貫レホめの販売店や資格者のい 
る店に依頼しでください。 


給排気筒がれ危険 

給排気筒（管、ホース）ががれたまま使巧 
しないでください。 

列れでいると運転中にがガスび室内にも 
れで、危険です。 


給排気筒トップ閉そく危険 

給が気窗トツブの周りび雪でふさがれた 
ままで使巧しないでください。ふさがれ 
でいるとぎは、除雪しで<ださい。 

また、板などによる r 雪囲い J は給が気 
の妨げになるのでおやめください。 

閱そくしでいると運輯中にがガスが室内 
じちれで、危睽です。 


給排気筒トツプには金網などは付けない 

給排気筒トツプには、をよけのためのを 爲お呼 
網などは付けないでください。 の r 

給排気の妨げになり、異常燃焼を起こし 
が方スび室のに漏れる可能性びありち険 
で"^' 。 __ \^/ 




ご自身での据え付け.移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事は危膜です。 政れ;' 
据え付け工事は販売店や専門業者にご - 

依頼ください。 

な卜ーブを移設させる場含ち同じです。） 




注意に AUTI0N) 


力— テン. 可燃物近接禁止 

力ーテンや燃えやすいちのをおづけない 
でください。 

义がか’発生するおそれか’あります。 
可燃物との離隔距離についでは標華据え 
なけ例 （14 ぺージ）を参照しでください。 



異常時使用禁止 

方一異常を感じたとさは、使巧しないで 
<ださい。 

異常燃焼のおそれがあります。 













給油時消义 

給油は、必す消义しでからおこなつ 
でください。 

火災のおそれがあります。 


高温部接軸禁止 

燃焼中や消义直樹ま、温風吹ボ□や給排気筒、給排 
気筒トップなど高温部にまなどみれないでください。 
やけどのおそれびあります。 


分解修理の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 
不完をな修理は、危険です。 


腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください 。I Nj 
機器の故障ややけどのおそれびあります。 

機器の上に巧びんや水を入れたちのなどを置かないでください。 
かがかかると漏電や故障のおそれびあります。 
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改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。また、ストーブや \ XJ 

給排気筒には床暖房巧の熱交換器などを巧り付けな 

いでください。义災やがガスび室内にちれる原因となり盾険です。 


〇 





湿風に直接あた5ない 

温風に直接長時間あたらないでください。 

お温やけどや脱水症状になるおそれびあります。 



電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を如えたり、物をのせた 
りしないでください。また、電源プラグをおく 
とぎは、コードを持つで弓 I さ巧かないでください。 
义ぶや感電の原因になります。 


電源プラグは確実に差しこむ 

電源ブラヴはコン它ントに根元まで確実に差し 
こんでください。また、傷んだプラグやゆるん_ 
だコン它ントは使巧しないでください。 ^ 

义災の原因になります。 G 

めれたまでの巧妄差しはしないでください。 

感電の原因になります。 


長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長斯間使巧しないときまたは保管するときは、必ず 
電源プラグをコンたントから抜いでください。 

义がやず想しない事故の原因になります。 
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電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグをおき、ほこり及びを励を MS 
除去しでください。 ス y 

ほこ0か‘たまると湿気などで絶縁不良になり义災の原因になり 
ます。 


な油の保管 

なミ由は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射曰光を 
避けた場所に保管しでください。 

ガソリンなどといっしよに保管しないでください。 
誤って使巧すると異常燃焼や义巧のおそれびあります。 


変質口油禁止 

変質な进、不純な油（ちれたな';由、水の混じつでい 
る灯油など）を使巧しないでください。 

異常燃焼や故障のおそれか’あります。 


指や棒を入れないで 

温風吹お□や空気取入□などに指や異物を入れなし、 
でください。クガや乂がの原因になります。 


〇 


0 
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初めてお使いになるときのま意 

ネリめでお使レになるときは耐匿料などび!^きがく U 
まで煙と臭いが化ます。しばらくの間、窓をあけで 
部屋の換気をおこなつでください。 

また、ル鳥やル動物などに影響する揚含び着えられますので、 
この間は部屋に入れないでください。 


給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トップのおくに、灯油や巧燃 
物など引义のおそれのあるちのを置か 
ないでください。 

乂災のおそれびあります。 



油漏れ確認 

ミをタンク-ゴム製送ミ由菅-接合部およ ^~ノ I 
び機器などからの巧ミを漏れびないこと g 金懸 
を確認の上ご使巧ください。 > 

な油が漏れでいると火災のおそれびあ 
ります。 / 
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回使用ずる場所 

ス I -ーブをままに使巧するためには、場所の選定ろす大巧です。 


安全に使用ずるために 


•マントルピースなどには据えはけないでくださし、。 


(が‘ 


0 


I 標高か‘1000 m を超える高地では使用しないでください。 
(空気の濃层び薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。） 

ノノノ . iTN 

防 ^ Cv 


効果的に使用ずるために 



‘冷気の入ってくるち向、例えば窓側な 
どに置くと、冷気がストーブで暖めら 
れでが流しますので、効果的です。 


辻;入□など人の通るところは、ぶつか 
ると危険ですので避けでください。 


>部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を必がけましよラ。 

ス!ブの前面に障害物びあると、部屋の温度にむらびでさるばかりで 
なく、ふく射熱によってストーブ本体の温度び上昇しで危倭です。 

使语場所には十分を意しで効果的に使巧しで<ださい。 


B 











各部の名称 


外観図 


句 


温圃职出 □ 
前面ガード 
ガラス円商 


前バネル 


已が微 M 《椒が’鮮ザ甲 '： T み如:獲巡が 3 毅ぉ残 


辞5^^ =''戸須ミ 

^Hl 


婚繼術嫩 


—運おボタン 


-ち側板/友た 

本化固定を員~~ 


巧気管巧け巧庙巧 
リード撼-~— 

定巧面器リたット 


ボタン 

コム管 □ - 芯 


巧流フアン刃ード 


巧流巧を風機 


ェルポ固定を具 


放お器(内部) 
反射板— 


スクルトン 


____ liT ^ 

..—I——"—..""III■milTill!) I" I. I I III ■- 



ポツト八ーナ(内部） 
(燃焼室） 


フ レー ム□ッド… - 

トランス^ - - 

ポットサー吉スタ(内部) 
な父ヒータ(巧部）——- 
な义ネット(巧部）- 




Ml 




巧をサーモスタツト(肉部） 

—贾をサー云スタ(冨板上） 
…一—プリント配線板 

—燃巧リンク(内部） 
—……-ノスレ(巧部） 
—覃挺ポンプ 
■ -定’庙面器 

-一-が巧自動消义装 S 

- - -- ち•ぶ管 


操作部-表示部の名称と働き 

























































































因使用前の準備 

燃料 

■ l ■ ll ■ TTmmnMll ^^w— 醒"！ | r ■TiMIllWIlflrl^i iii ■ ii ii ■■■■"■■i—Bi ■■ ド 1111111 ■w—l—■ ■IM 11111 iiMiMill'llll"lf"'lTI' 

燃料は必す灯;巧 （ J に1岩な油）を使巧しでください。 

♦ I / K 警告 I ガソリンなど揮発性の高い;巧は、义災の原因になりますので絶巧に使巧しないでくださし、。 
♦ fASS ] 変質な油、巧れたな油、かの混じっている•な油などは、組巧に使巧しないでください。 
•LA 蛋意阳測ま、必ず义気、雨水、ごみ、高温及び直射曰光を避けた場所に保管しでください。 


(§) 


給油 


■給'庙の際の手順とを意 

給油器具 
給ミあ□ぶ\た 

• 送;'をバルブを閱じで給ミ由□ふたをはすし市販の給油器具でなミ由を給油しでください。 

&胃ミを量計の針? b す[満」をさしたら給油をやめでください。 

巧タンク • 給油□ふたを必ずちとどおりに締めでください。 

放由バルブ •給油の際に、か、ごみなどを入れないよラ特にを意しでください。 

水グージ 
化巧ぎバルブ 

■給ミを□ふたは、確実に締めでください。 

■こぼれたの油はよくふきとっでください。 

■燃料巧れのを意と空気巧ぎの方法 
ミ巧タンクを空にしないよラに'ま意しでください。 

♦ミをタンクをいったん空にしますと、送ミ由経路巧に空気か了こまり、正常に送ミをか’できなくなることびあります。このよ 
ラな場含には次の順廣で空気巧さをしでください。 

1. '逆タンクに給'油します。 

2. ス I ブのコ 7 x 管□から、3ム製送ミを管をはすします。 

3. ゴム製送油管から'店び連続しで流れ出ることを確かめでからゴム製送油管をちとどおりス 
トーブに取り付けます。 

(ミ由びこぼれないよラに容器を巧意しでください。） 

点乂前の準備と確認 _ _______ 




■まを装置のたット、取扱上のを意 

定油面器み忆ット] 

•初めで使巧するときや、シーズンネリめには、 
を軽く巧し下げでください。 


ス I -ーブち側面のか巧の中に指を入れ、定'油面器リじツトボタン(ホ色) 



♦リじットボタンは据え付け時や、シースン初めに操作します。 

定迪面器に強い衝撃をちえたり異常びあったとさな外は、特に操たする必要はありません。 

后一点义操作を4〜己分しでち着义しなかった0、着义を2〜3分で消义しでしまラ場合は、リたッミ 
トボタンを巧しでください。 

f 安全おびはすれ、灯油びスムーズに流れます。 1 

I 長時間巧し続けると定迪面器より巧びあふれますのでを意しでくださし 、。 j 


■送油経路の油ちれの確認 

•ミをタンクや送;'由管の接合部などからミ由ちれか’ないかどラか確認しでください。 

■電気配線の確認 

♦ I 么ミ主意 I 電源プラグをコンじントに刃の根元まで確実に差しこんでください。 

• 電源コードが給排気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 

I L ごを意 j 電源プラグ•コードの発熱*発火，電汪薛下を巧ぐために… 

I • 霉源は必す適正配線されたお相100 V のコンじントを使巧しでください。 

i •電源つードは、途をで接続したり延長コードの使巧•化の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 




圓使用方法(巧い方) 


の解隙 


ネ刀めで電源プラグをコンじントに差しこんを廣合や停電後泻遙電したとぎまを I ま安をサーモスタットの作動で崖転が侵止じたとぎ， 
は、デジタル表をび r - こり になり運転を惇化じおままに道泡まず。 r ; :;言。；： ., ,,、 :« 

運振する場含は巧の幸順で操おしでください。’. …， • ，、 ‘ ■ 



点义操作をおこなってください。 



室温の調節 


本燃焼になりますとルームサーモじよる有動運転となり、設定温度に自動調節されます。 

設定温度は自動のに24でに t ツトされでいますか*、設定温度を変更したいときは、なのよラに調節しでください< 



設定温度の変更は燃焼中(デジタル表示か’温度表巧中)におこなってください。 

I 温度/時刻含せ I ボタンの®を1回巧すと1ですつ上昇します。（上限29で） 

な)を1回押すと15でまでは 1 ですつ下びり、15でからはいきなり icrc ( F 点設定)とな 
ります。 

10で設定の場合は它ーブランブか‘点灯し、自動のにじーブ運輯となります。 


■1 Z — ブ運輯 

•運輯時に、微か乂力でち室漏か’設定温度より上昇する場合、設定温度より約3で上昇すると自動の(こ消乂し、設定温 
度まで下か^ると点义動作に入ります。 


^度/時刻合せ ] ボタンにより希望の 
室温に設定してください。 



をーブ I ボタンを巧してください。 

它ーブランプが点なし、它ーブ運輯とな 
りまォ 

• I たーブ] ボタンを再度巧すことじより 
忆ーブランブカタ消え、たーブ運輯辭踪 
\ となります。 

•設定温度10で巧点設定)で使巧中、設 
定温度を1 5‘ CJ ^ 上に上げるとじーブラ 
\ ンプび消え、白動的に殿除されます。 












■おのが態 

•炎の状態は青し、炎の中に、し、くらかの黄色いお(ホ乂)びまじってち異常ではありません。 
• ス I -ーフ''の据え付けや給排気筒の設置条件でおは多か変化します。 


消乂 

1 n—r ■ 国 ■ Ti—M ii i i iiii H— ■ 川 I ■■iiiiii i ■ ■ ■■麵 i 国 i iiii 国 ii 圓 mi 圍 

〔消 乂順 摩） __ 

r 運輯 1 ボタンを巧してください。 

運輯ランプは消なしますか‘、燃烧室か’を却するまで燃焼巧-巧流巧送風機は、運転を継続します。 
燃焼室び;ち却すると燃焼巧-巧流巧送風機び自動のに停止し、同時にデジタル表示か*温度表示か 
ら現在時刻表示にのりかわります。 


• ミち意] 2曰な上家をあけるなど長時間使巧しない場さは、運転が完全に停止しでから電源プラグをコンたントか 

ら巧いてください。 

I •外出のとさは、必す運乾を停止(消义）しでください。 

! •運輯停止を、燃焼巧送風機び停止するまでは電源ブラグを抜かないでください。ちし抜きまずと、ガラス巧筒びくもったり、ストーブの 
i 表面温度び上昇します。 

消乂後、再点乂するとをの注意 

• 燃焼中に 1運転 I ボタンを巧して「の」にすると、再点乂ま全装置の働さで、ストーブか*お却されるまでの約2分間は再 
点义でぎません。 

ただし瞬間的な消义操作(約1妙が内)の場合は、そのまま燃焼び継続されます。 


運転入/の 



現在時刻の調節方法 


于ヤイルド 
□ツク 



初めて電源プラブをコンたントに差しこんだ場をや停霉を再適電したとぎ、またはまをサーモスタット 
の作動で運起び厚止したときは、デジタル表示が〔三三 H ] になり時刻合わせがでさません。 

この場さは I チャイルドロック I ボタンを 3 妙な巧に 3 回がしでデジタル表示を L ： にしでください。 


萃示巧換」ポタンを1回巧して（時計合せ：) 
表示にしてください。 


苗を温度室巧遍度 




温度/時刻合せ I ボタンを巧して、現在時刻を合わせてく 
ださい。 


設定通度室巧涵良^ 

午前广い 

O . U し,. 



温度/時刻させ 1ボタンをはなすと時計び動ぎおめます。 

5秒後にデジタル表巧は、ストーブか‘厚止時には現在時刻表示(時計動 
作コ□ン点滅)、運輯時には温度表示にちどります。 















表示の換1ボタンを 2 回巧して〔タイマー 
合せ）表示にしてください。 


苗定盘度室内温度 


温度/時刻合せ I ポタンを巧して、タイマー点乂時刻を合 
わせてください。 r 分」は5分ごとに動をまず。 

直(巧） 

設定志度き巧温度 


—夕割 



[前'5: /5 -.r 


温度/時刻含せ 1 ボタンをはなしでから5砂樹こデジタル表示は、ス 
I -ーブか’厚止時には、現在時刻表示(時計動作コ□ン点滅)、運輯時に 
は温度表示にちどります。 


例：午前6時30分に合わせた場合です。〕 


タイマー運振ちを 


[■運お I ボタンを押して<ださい。 

(運輯中は、この操たはいりません。） 


マー I ボタンを押してください。 


運転入/の 


運輯ランプ(ホ)び点なし運輯動 
作になります。 



タイマーランプか’点な、運輯ラ 
ンブが消なします。 

デジタル表巧にタイマー点义時 
刻び表示され、タイマー運輯に 
入ります。 


i 達輯みこ险イ々一 I ボタンを巧ずと、ストーブは自動ミ肖义し、タイマー運乾に入ります6 
>张をかけのとさのタイマーな乂は避けでください；’ … 


■タイマー運弦の辭隙 


I 運転 I ボタンまたは I タイマー I ポタンを巧してください。 

運お入/祝 



〇【夕か 



タイマーランプび消巧し、解除されます。 

• デジタル表示は現在時刻表研こなります。 


タイマー時刻-現在時刻の確認 




チャイルド□ツ 


お寺様などじよるいたすら操作の防止や、誤って 「運転 I ポタンを押しでち点火しないよラ(こしたいとさに使巧しでくださ 
し、。 


停止中に I チャイルド□ック 1 ボタンを 3 砂が巧に 3 回巧してください。 

チャィルド チャイルド□ックかセットされ、デジタル表巧び國となります。 

( f ^ -チャ冲ルド□ックのたット吼ま、 r 運亂ボクシを巧しでち点义しません。''‘ -.■ 

姻巧[(幢司ボタンを巧す与、アラームとに日表示の点滅でおがらせじます。）；;. ■；■ 

夕^ •チャイルドロックの解除は、再度 ルド□ック I ボタンを3秒な内に3回巧しでください。 

懼続しで巧しつつ’けると、現在脖刻表示と ra 表示を繰り返します。〕 


7 









モニター サインについて 

ストーブにトラブルび発をすると、トラブル内容びデジタル表示部に記号表示伟二夕ーサイソされます。 

この場さ記号表示の内容を、ス I -— ブち側面に EP 刷されたモニターサインー覧表、または11〜12ぺージ「故障.異常の見 
分けちと処置ちま」をご覧のラえ、必要な処置をしでください。 


〈モニターサインー覧表〉 


. . . 

異 

常 

が 態 


モニターサイン 


異 

常 

状 

態 

E 1 

途 

中 

消 

义 

ED 

基 

板 

ご日 
皿 

度 

異常 

E? 

不 

着 

义 

P I 

ポ 

ヴ 

卜予 

熱 

不足 

E3 

巧 

辰 

巧 

動 

p? 

ポ 

ヴ 

卜遍 

度 

お下 

ES 

排気管巧け検知が動 

P3 

ポ 

ヴ 

卜異 

常 

過熱 

EB 

ルー 

ムサ 

ーモ削 

線 

户 S ' 

不 


消 


义 

E •弓 

疑 

似 

义 

お 

(消义時間が長い） 

ER 

燃焼巧送風機異常検出 


昌 


板 

不 

良 

EL 

ルー 

ムサ 

— モ短 

絡 

广, 

厚電- 

安きサー 

モ作動 

び 

停！]:時ポッ 

卜異常過熱 

しし 

電源プラグ差しこみ時 


使用上のミ主意 


本書の「特にミ主意しでいただきたいこと（安をのために必ずお守りください)」の他に、巧の項目についでちミ主意しでくだ 
さい。 

•クリーニング店、美容院などの化等薬品を使ラところや温室、歸育室など、動植物の育成裁巧に使巧しないでください。 
• 雷か>発生したとぎ、雷(誘導雷）じより一時的な過電氏か力、かってを、過電圧防止装置か’機器を保護するしくみになって 
いますび、大きな雷(直擊雷など)の場合は、電子部品を損傷する恐れびありますので、電源プラグをコンじントからお 
いで < ださい。 


面まま装置 


このス I ブには;夕のよラな安全装置がついでいます。 

すべでのまを装置は、異常が取り除かれでち再度点乂操がをしなければ運輯は停止したままです。 


まを 装置 

原 因* 

作動結栗 

処置方ま 

巧巧白動消义装ち 

(〇表示） 

•強い地震や衝撃を受けた 
とぎ 

A -モニターサイン〇表示 
V -目動のに消'义 

•ストーブの固のに異常びないか確認し、点 
义操作をしでください。 

(巧震き動消火装置は作動後自動のにたッ 
卜されます。） 

点义まを裝涅 

燃お制御装置 

(フレームロッド） 

f い表示 ■ W 表示、 

\ (途中消义）（不着义）/ 

•点乂 S スをしたとぎ 
•逸か消火をしたとさ 
•炎び異常に小さいとき 

J . .モニターサイン〇表示 
>または医量表示 
-自動のに消义 

• 曰常の点検‘ま入れ （ 9〜11ページ参照)を 
しでから点义操作をしでください。 

•なおを異常のある場含は、お買い求めの版 
売店にごす目談ください。 

巧亀まを装宙 

•停電したとぎ 

J . -自動のに消义 
〉 • 通電後モニターサイン 
^ 1--。1表示 

• 再運捉するとさは1 チャイル ド ロック 1ボタ 
ンを3砂が巧に3回巧しでデジタル表示び 

(1- - 。棱示） 

•電源プラグか’抜けたとき 

になつでから再度点义操作をしで 
ください。 




お熟抵止装お 

巧をサーモスタット：110で 

(|--。|表示） 

•対流フアンガードやスト 
-ブの前面がふさびった 
とぎ 

•ストーブの前面に障書物 
などびあるとさ 
■巧流巧送風機か’□ックし 
たとぎ 

-自動のに消火 
.ス 1 -- ブび巧茹された後 
V モニターサイン 
表示 

• 原因を取り除さ、ストーブか’十巧冷却しで 
から1 チャイルドロック 1ボタンを3秒がの 
に3回巧しでデジタル表示がにな 
つでから再度点义操巧をしでください。 
処置をしでも繰り返しが動するときは、販 
売店に連絡しで < ださい。 


wm 




































国その他の装置 


”装置のち.称 

原；因..,*作動結果.. 

:処奪: おを 

再点义まま装至 

♦消义直後、再点义操作し 
たとぎ 

A •約2巧間の冷却をでない 
V と点火動作に入らない 

/•約2分経過後、自動的に点火動巧を閒、 

1おします。 1 

. -. 

排気管换けお知装恒 

(國表新 

• 排気管の接続部びはすれ 
たとぎ 

•が気管巧け検知巧リード 
線がはずれたり、脚線し 
たとさ 

A . • モニターサイン区司表示 
■ ストーブの運輯を停止 

• 給が気筒およびが気管の接続部に、はずれ- 
ゆるみびないか確認しでください。 

• 排気管あけ検知巧リード線のゆるみまたは、 
はすれ-脚れびないか確認しでください。 

な^^ 

加キヤ、:;?^じ 

燃焼巧送風機異お 

お出装置 

( IF 巧羡示) 

•回輯数か’異常にお下した 
とぎ 

A •モニターサイン医到表示 
V ■ストーブの運輯を停化 

• 異常低下の原因を取り除いでから点义操作 
をしで < ださい。 

•なおち異常か‘ある場含は、お買いすめの販 
売店じご相談ください。 

過遲流荫止装ち 

;; c 表示部き消の， 

•巧部配線のショートによ 
り過電流び流れたとぎ 

A -電流ヒューズが咖 a 、 す 
V ベでの運転を停止 

• お買いずめの販売店じ修理を依頼しでくだ 
さい。 

: 苗 ：.: !. .1 . 

.■ ...• ぶ ...ぞ ::. ...... ... . 

:を削-ミスタ (iit 7が) 

( 國赫5 

•巧流フアンガードやスト 
—ブの前面びぶ、さびった 
とぎ 

•ストーブの前面に障晝物 
などがあるとさ 

A ■モニターサイン臣0表示 
V -自動のに消义 

• 原因を取り餘いでから点义操巧をしで< だ 
さい。 

•なおを異常か’ある場ちは、お買いずめの版 
売店じごホ目談ください。 



曰常の点巧-手入れ 


点検、手入れのときのを意__ 

点検•ま入れは消义後、ポットバーナびお却しでから、必ず電源プラグをコンじントからないでおこなつでください。 


险 S ま意 j 電気部品の分辭や巧販品との交換は絶巧にしないでくださし、。 




点検、手入れの必要項目、時期、方法 

■■旷 r ■ ihT T ■ 了， . ..■"画■臟議疊 — 《画《護面画…"誦麵™ 

■周囲の可燃物（使巧ごと） 

•胚を意!ストーブの周囲は、常に整理•掃除し、燃え 
やすいちのを置かないでください。 

■ほこり•ミちれ（使巧ごと） 

• ほこりやちれをそのままにしでおきますと、油びしみたりし 
で危険でず。 

ス I -ーブはいつち清潔にしでご使巧ください。 

■油をれ•ミ巧のたまり•油のにじみ（使巧ごと） 

•置台*巧タンクにミおちれ-ミ由のたまりや'油のにじみびないか、 
とさどぎ点検しでください。 

給油の際にこぼれたな迪は、よくぶ^きとつでください。 

[ 油ちれのある場ちは、;お買し、おめ‘の販売店に條巧を依頼しでぐだ j 

r . ぎ成’;'?''';''’’', 

; ■■■— ゎ二：;;：曲 X ... .ミ 心.，ふ‘.‘ i;-. … I , .S 1 ぶ i.—: .ミ.な.忠亂ご‘.ぶ山 _…1…■….ご.〜ち. 二ご气夕- ち..—-夕 

■ゴム製送'逆管の点検•交換の目安（シーズンのネリめ） 
• r ごミ主意]ゴム製送油管は、屋外で使巧しないでくださ 
し、。屋外での使巧は禁止されでいます。 


•屋内でゴム製送ミ由管を使巧しでいるとさは、膨澗、収縮、変 
質、変お、ひび割れびないか確認し、欠点のあるときは交換 
しで < ださい。 

交換の目まは、3年に一度です。 

■ミ由タンク（シーズンのネリめ、適時） 

• ミ由タンク内はかやごみびたまりやすいをのです。給;'由のとき、 
点検しでください。 

油タンク巧の水巧ぎ及び掃除は、ミをタンク付属の取扱説明書 
に従つでおこなつでください。 

圓給排気筒の接続部のゆるみ及びトツプの局囲（月に1回程鼠 

•給が気筒及び、トツプの周囲に障害物び置いでないか、とぎ 
どぎ点検しでください。 

♦給排気筒がつまりますと、不完全燃焼をおこします。シーズ 
ン初めには必す点検し、くちか‘巣をつくつたり異物び入つた 
りしでいるときは、必す掃陈しでください。 

•給が気筒及び、排気管の接続部びはすれたり、排気管抜け検 
知巧リード線びはすれたり、断線しでいないか点検しでくだ 
さい。 


























接が気商 



〇メスすスエルボ 


接続脚 


( P 40 4種 D ) 


( P 40 4種 D ) 


•給排気筒を一度取りはす 
しで、再び取り巧けると 
き、排気管の接続部内部 
にはめこんである0リン 
グが破損しでいないか確 
かめでください。 


破損しでいた場合は、お買いずめの販売店に交換を依頼しでくだ 
さい。 


■定'油面器のストレーナの掃除（適時） 

(お買いまめの販売店に巧斑しでくださし、，) 

•定巧面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。 
水やごみか’たまると、な油の流れを妨げで、十分な义力び出 
なくなります。 

巧のよラに掃除しでください。 




1. ミをタンクの送油バ J レブを閉じ 
でください。 

2. ストーブのち側板ふたを止め 
でいるねじ （1 本)をはすし、 

ろ側板ぶ分こを取りはずしでく 
ださい。 

定油面器か> み元でさます。 

3. ストレーナの掃除□に荷ホしな 
どの厚紙を差しこんで、ミ虫ガ 
イドをたり、その下に容器を 
置いでストレーナの止めねじ 
をゆるめではすしでください。 
定巧面器の巧れた灯油やごみ 
び全部流れ出ます。 

4. ストレーナを取り出して、き 
れいなの油の中でずすぎ洗い 
をしでください。 

(化で洗わないでください。） 


組みなでるとさは 

• 〇リングおよびストレーナ IT ムパッキンを忘れめようにしでく 

が夕 f 、 

•ストレーナを勘こ入れないでくださし、。 

•ストレーナの止めねじを、固く締め巧けでください。 

• ミ由ちれびないか確認しでください。 


7. 燃焼リングをちへ回しでから、 
フレーム□ッ ドに当でないよ 
ラにミ主意しで上へ引さあげて 
取りはすしでください。 

8. 点义ヒータ、点乂ネットをい 
ためないよラに、 ポッ トバー 
ナ内部のすすをドライバーな 
どでかぎ落としでから、巧な 
どでふをとつでください。 

9. 組み立での際、燃焼リンブは、 
を図のよラに正しく確実に取 
り巧けでください。 

ポットパーナ、燃焼リングを寝傷したまま使巧しますと、燃焼び 
悪くなります。ドライバーなどでつついでみで巧があいたり、欠 
けた場合は新しいちのと交換してください。 

ポットバーナの交換は、必すお買し谦めの販売店に依頼しでください。 


匯反 射板 • ガラス円筒の掃徐（適時） 

♦ I ご注意 I 掃陈は、ストーブを消义させ巧分ち却しでか 
ら、おこなつてください。 

熱いが態でおこなラとやけどのおそれがありまず。 
•反射板およびガラス円筒にほこりか’たまりますと、反射効率 
が悪くなるばかりでなくを険ですので、巧の要領で適時掃除 
をしでほこりを取り除いでください。 


.が招固面た 



1. 前面ガードをち側の固定ばね 
(2 個)からはすし左側にまわ 
しでください。 

2. ガラス円筒を割らないよラに 
を意しで、掃除機などで内部 
のほこりをきれいに掃除しで 
<ださい。 

3. やねらかい巧などで、反射板 
およびガラス円筒をきれいに 
ふいでください。 

4. 掃除び終わりましたら、ちと 
どお0にじットしでください。 

前面ガードは、さちんと取り 
なけでください。 ； 




■ポットバーナの掃除 (適時） (お買し1宋めの服売店に巧巧しで<た奇て) 

• I ごミ主意 I 掃除は、ス I -ーブを消义させ巧分ちがしでか 
ら、おこなっでください。 

熱いが態でおこなラとやけどのおそれびあります。 

• ポットバーナにすすがついでおのおび不揃いになったときや、 
ポットバーナの底にすすやカスびたまりすぎで着义びおそく 
なったとぎは、巧のよラにしですすを取り除いでください。 

1. 前面ガードをはずしまず。 

2. 上面板の左ち各2本のねじと、 
後側 3 本(両端と資ん中)のね 
じをはすし化粧板といっしょ 
に上に引さあばではずします。 

3. 上面板遐熱板の 4 本のねじを 
はずし、上に司きあげではす 
します。 

4. 燃焼筒ふた巧えの 2 本のねじ 
をはすし、取りはずします。 

5. 燃焼筒ふたをはすしでくださ 
い。 

6. スケルトンをガラス巧筒にあ 
でないよラにしで、取りはす 
しでください。 


前面ガードのたット 

■ガラス円筒内部の掃除 (適時） お i いなめの版売店に巧巧しでくだ夏。) 

♦ I ごミち意 I 掃餘は、ストーブを消义させ巧分ちがしでか 
ら、おこなっでください。 

熱いが態でおこなラとやけどのおそれか’あります。 

• 長期間の使巧や、ミ曲だまりによる大燃焼のをにはガラス円筒 
がすすけることびあります。 

方ラス円筒がすすけであび見えにく くなったときは、10ペー 
シ’ 「ポットパーナの掃除 J の項にしたびい、スケルトンをは 
すしで刀ラス円筒を掃除しでください。 

•ガラス巧筒には、水をかけたり、衝撃をちえたりしないようを； 
意しでください。 

• 運處中にガラスび徐々にすずけた場合は、しばらくの間 （30 巧 
間)义力を大きくすることにより、すずを陈去することびでさま 
す。 

■フレーム□ッド(燃焼制御装置)の点検 （適時） 

(ぉ 買いをゆの販 売店に刪しで < ださし、 •） 

•フ レームロッ ドの先端にすすか’な着したり、フ レーム□ッド 
か’変形すると、誤作動の原因になります。 

ずすの付着やフレーム□ッドの変おびある場さは、必ずお買 
い求めの販売店に点検.交瘦を依頼しでください。 


上面♦反 
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■点火ヒータ•点义ネット•ノスレの点検（シーズンの巧め） 

( pil 巧 R め石敲売店に巧插しでくださし、 •） 

• 点火ヒータや点义ネットにすすか’付着しますと、巧熱が想下 
したり、ミ由のひろびりが悪くなり、着火不良の原因になりま 
す。 

• ノズルの巧端にすすび付着しますと、異常燃焼になつたり、 
着火不良や消义時間が長くなる原国になります。 

:シ子ブシネ刀めには;必ず点検しでください。.，.,。. 

!点义ヒータ、点火ネット、..，ノズルの烏様’交換は破損のないよラ! 
にを意しでおこなラ必蜜がありますので、必すお買い求めの販売： 
店に巧頼しでください。 


■対流ファン乃ードの掃隙 （1 週間に1獻 



1. 運極を厚止し、巧流 
フアンが止まつでい 
ることを確認しでく 
ださい。 

2. 掃除機などでガード 
についたほこりを取 
り除いでください。 


対流フアンガード内には、指や標などをみれなし、でくださし V i 


■地震などの災害か"発をしたとぎの点検についで 

♦地震などのが害び発生し、ストーブに振動や衝擊び加ねつた 
とさは、運輯前に必す巧の点検をおこなつでください。 


•が流ファンガードにほこりがたまると、音が大きくなっで温 
風量びかなくなり、暖房出力がほ下すると同時に、ストーブ 
内の温度か’異常に高くなって、過熱防止装置またはを全サー 
ミスタが作動する場含びあります。 

♦ 1週間に1度は、巧のま順にしたがって巧流ファンガードの 
掃除をしでください。 


〇給排気筒まわりのはすれ、ちれの確認 
〇なミあ配管からのちれのお認 

点検で異常か’見つかった場合は、お買いホめの販売店に修理 
を依頼しでください。 



定期点巧 


長期間ご使巧になりますと、ストーブの点検が必要です。 

2シーズンに1◎程度、シーズン終了後などに点検を実施しでください。点検のごす目談は、お貫いあげ店または修理資搭 
畜〔（お）曰本石油燃焼機器保守協舍 ( TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習舍修3着 （5' 油機器技術管理±)など) 
のいる店までお問い含ねせください。 


画故障 • 異常の見分け方と処置方法 


■なのよラな現象は故障ではありません。 

•修理を依頼される前にもラー度お確かめくださし、。 


. TC3. 

現 泉 

説 明 

点 

\1/ 

八 

時: 

义’ 

' 际 

初めで使巧するとき、煙やにおいびでる。 

耐熱塗料やほこりか’焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

すぐに点乂しない。 

ず熱点义方なのため予熱時間か^3分程度必要です。 

(す熱時間は室温によりさか変化します。） 

燃焼開始時や消义後に「ピチピチ J といラ音び 
する。 

本体内部び熱により膨張、収縮ずるためです。 

点火時にボンと音かする。 

点乂するとさに発生する着乂音で、異常ではありません。 

燃 

篇 

時 

..... 

そ 

の 

償 

青おの中に黄色い炎(ホ义)か‘混じる。 

異常ではありません。 

給排気筒のを端から連続のに白煙が出る。 

が気温びおくなると、排気ガス中に含まれでいるが分び凝結し 
で水讓気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 

な油ぎれの際、一瞬おび大さくなつで消火する。 

異常ではありません。 
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■使巧中に異常びありましたら、次表により原因を調べで姐置をしでください。 

•原因のねからないときれ処置のむすかしいときは、お買いホめの販売店、またはおおくのコ□ナお客様ごす目談窓 □ 
にご連絡ください。 ※設定温度表示にモニターサインび表示されます。 


\ 現 象 

原 因 \\ 

E 1 

畜 

巧 

消 

义 

E 2 

忘 

义 

し 

な 

い 

E 3 

を 

巧 

作 

動 

E 己 

m 

気 

管 

巧 

け 

巧） 

巧 

動 

-CL 

爵 

蛋を 

サ 

1 

1 

動 

E 0 

妾 

を 

サ 

I 

5 

夕 

作 

動 

互 

が 

大 

を 

< 

な 

ら 

な 

い 

黒 

煙 

を 

化 

し 

で 

燃 

を 

る 

百 

ミ 

巧 

筒 

が 

す 

す 

け 

る 

: A 

喜 

た 

で 

で 

燃 

X 

る 

巧 

巧 

の 

に 

お 

い 

び 

す 

る 

攝 

発 

的 

な 

燃 

焼 

を 

す 

る 

畢 

源 

び 

A 

ら 

な 

い 

処置方を 

電源ブラヴをコンセントに差しこんでいない 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

□ 

コンじントに確実に差しこむ 

強い地漂がをった。 

または、ストーブに衝巧をちえた 

1 

1 

D 

1 

■ 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

pn け扭展などの巧害が凳生したとさのおおについで J 
の点検項目を履認し、1理転1ボタンを巧し直し再点义 
ずる 

送なバルブび閱まっている 

a 

D 

■ 

■ 


■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 


送油バルブを開く 

IT ム製送'庙琶にを気だまりびある 

□ 

□ 

■ 

■ 


■ 

□ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 


If ム割を巧管を振る。山おになつている所はザに直す 

定巧面器に水:、ごみの日ブまり 

□ 

□ 

■ 

■ 

■ 

■ 

D 


1 

1 

1 

1 


巧巧バルブをしめてストレーナをはすし、括なする 
ミをタンクの水を巧く 

給が気筒の設置び昼を通りでない。巧気管び長すぎる 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

□ 

□ 

■ 

■ 

■ 


昼準どおりに設置ずる 

巧流フアンガードにほこりがたまった 

■ 

■ 

■ 

■ 

口 

D 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 


フアン方ードのほこりを掃除機などで吸い取る 

給が気窗エ軍不適当のため逆風現をびある 

□ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


給排気商の巧0なけを適正にする 

燃焼リングの取りはけが悪い 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

□ 

□ 

□ 

■ 

■ 


正しく取り巧ける 

給排気筒のつま 0 

■ 

■ 

■ 

■ 


■ 

■ 

□ 

□ 

□ 

■ 

■ 


給排気筒を掃除する 

油ちれがおる 

■ 

■ 

■ 

■ 

B 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

□ 

■ 


ちれ力巧を結め直す（販売店に修理を巧頼する） 

給巧気筒接続部がはすれている。すきまびある。 

巧気筒巧け検巧用 U 〜ド線端寺接続のゆるみ 

■ 

■ 

■ 

□ 

■ 

■ 

1 

1 


1 

D 

1 


給巧扇筒接続部のはすれを直す 
ゆるみを直ず 

フレームロッドじすすがを星に巧着した 

口 

■ 

■ 

■ 

■■ 

■ 

■ 

■ 

■: 

■ 

■ 

■ 


すすを取り除く（販売店に修理を巧頼ずる） 

惇里が友った 

■ 

■ 

■ 

■1 

□ 

■ 

■ 

1 

1 

1 

1 

1 

i 

I—CU を解除し、時刻などをじットしで再度な义操作 

をする 

おが気筒トッブの先端がおおわれでいる 

口 

■ 

■ 

■1 

■ 

■ 

■ 

□ 

□ 

□ 

■ 

□ 


おおつでいるものを取り除く 


面部品交換のしかた 


■部品交換のときのを意 

松注意1 不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調藍び必要の場合には、お買い求めの販売店または、修理資 
を害〔(財.)曰本5油燃焼機器保守協含でおこなラ技術管理講習を修了き (5 巧機器巧術管理±)など〕のいる販売店にご相 
談< ださい。 

部品交換はご D ナお EIESPSI とご指定ください。 


部品ご入巧の際には、コロナ製品取あ版売店で必すコ □ナ 純正部品とご指定ください。 

純正部品)^がの部品をご傳用になりますと、性能び十分に発揮されないばかりか、ストーブを損傷したり思わめ事故の原因じなります。 


消耗•劣化しやずい部品（交換が必要な部品) 


■長時間の使用により消耗-劣化しやすい部品 
♦ポット バーナ ♦点乂ヒータ ♦燃焼リング 

垂フレームロッド•スケルトン参点义ネット 


■変質-不純なミをの使巧により劣化しやすい部品 
参フレーム□ツド •ノズル参電磁ポンプ 


巧保管(長期間巧用しない場合) 


設置したままで保管する場合や、しまねれるときは、曰常の点検•ま入れの項を参照し、巧の要領で保管しでください。 

1•電源 プラグをコンむントから抜いでください。 

• IA ミ主意 I 設置したままで保管ずる場合ち必す、電源プラグはおいでください。 

2.ミをタンクのロミをはずべて出しでください。 

•中に化分やごみを殘したままにしでおきますと、姐タンクカ《腐食する原因になります。 

3•定油面器の中のな油を抜いで < ださい。 

4•巧流ファンガードのほこりを掃除機などで取り陈いてください。 

5•內部のごみやほこりを取り除いでください。 

6•塗装部分は、しめつた巧で巧れを蕩としでから、からぶきしでください。 

•傾けたり、横倒しのが態では絶巧に保管しなしでください。 

• r 取扱説明書 J • r 工事説明書」は、大巧に保管しでください。 
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I 


I - - 

[吸引ポンプ] 

r 巧磁ポンブ 1 

c _ 


1成<1ファン 1 
ヒユース， 


保說書は、必す「お買いあげ曰-販売店各 J などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取りください。内容をよくお読みのあと、大 
のに保管しでください。 

参保証期間は、お買いあげいただいた曰から1年間です。 

♦なのよラな原因によるが障および、事故につきましでは、保証の巧象になりませんのでを意してください。（詳しくは保証書をお読み < ださい。） 
■変質な'莊や不純灯組など、またな組が外の燃料使巧じよる故障や事が 
■誤った使規ち法による故障や事故 

■修理を依頼されるとをについて 

• r 故障.異常の見巧けちと処置方ま J (1 1 • 12ページ）の項にしたびっでお調べく ’ ~…’ 

ださい。直らないときは、ご使巧を中止し、必す電源プラグを抜いでから、お買い 
あげの販売店にご連絡ください。 

参ご連絕いただぎたい巧容はなの通りです。 

の品ち③型なの呼び⑤お買いあば曰④故障のがミ兄（出来るだけ具体のに） 

参修理に際しましでは、保証書をご提示ください。保証書の規定にしたがっで、販売 
店び修理させでいただきます。 

参保証朋間び過ぎているときは、修理ずれば使巧でぎる場合には、ご希望により有料 
で修理させでいただぎます。 

♦ご不日月な点や修理に関するご相談は、お買いあげの販売店または、この取扱説明書 
の裏表紙に記載されでいる「お客様ご相談窓 QJ にお問いさねせください。 

♦修理料をは、技術料-部品巧-出張料などで構成されでいます。 


:■補修话禮能部品につし、て :.， 
..，♦ぎなは、この製品の铺修巧 I 注能部品を製造な: 

こ‘ ち切り後、 7 巧な育しでいまず。 ’ 

，’ • 楠修届性能部晶とげ、.‘その製品の機能を維持 
するために脑要な部學です*,,: ‘；‘ 

，师が廣：‘修理の際の連攝先、 

> ♦お'真いおげの販売店まだは、この取扱説明書 
の裏表紙に記載されている‘ r お客様ごが談窓 
、 DJ にご連銜くだぎし、。、 


际ットサ - ミスタ 

I スイツチユニット I 「 f ルーおーモ I 


,.V し.,'、> 、れが■'"が 

1: リ化— 

FF - VT 55 PG 虐本型式 FF - VT 65 P 5) 

FF - VT 42 PG 磨索舉武 F ド VT 42 巧） 

種 .類 

ポットす-屋巧巧-強制おが気お-強制巧流形 

点 火 方 巧 

電気点义な 

使‘巧 燃’；；お 

な';由 ( JIS 1号な巧） 

燃が消費聖 

-4- 

玻 ス 

0.618 L/h 

0.473 L/h 

最ル 

0.198 L/h 

ISEB 

最大 

22,890 kJ/h 熱効率86.0% 

17,520 kJ/h 熱効率86.00乂 

覇か 

7,330 kJ/h 熱効率83.8% 


最大 

己. 47 kW 

4.19 kW 

雨ル 

1.71 kW 

熱巧牽 

巧 

お巧 

86.0% (最大义力のとぎ） 

86.0% (最大义力のとぎ） 

最ぉ 

83.8% (最ル义でのとぎ） 

標寧泻童 

J 忌暖地 

木造23.0が14置)まで ] ンクリ-卜31.5が19畳)まで 

樵 18.5 nf ( l 1 i ) まで：]ンクリ-卜2己0师5置)まで 

暮ち地 

木造23.0柳4«)まで〕ン州-卜38.0雌3畳)まで 

礎化.5师1置)までコンクり-卜 29.5 师8置)まで 

巧おサを 

高さ600 mm 幅巳08 mm 奥巧356 mm (置台を言む） 

廣 量 

18.5 咕 

電源項圧及び周お数 

100 V 50 / 60 H 2 

定格お 費.. 弯为 

点义時 340/340 W 最大 600/600 W (点义巧朗に巧時間発生） 

最大燃焼時 42/42 W 

最大燃焼時 34/37 W 

が蘇晓消資亀力 

3 W 

，給が請筒の型なの巧な, 

QU 4-4 

’璋端:気筒の昭ぴ隻 

D 40 

指が気箇の堅實超部のな倭 

(/) 7已誦 

拂気混復 

260でな下 

'軍:’流ヒユ' —ブ 

5 A -10 A 

まを裝畳 

巧農白動消义装置-お义安を装置-燃焼制御装置-信電巧を装置-過熱防止装置 

考ぶ他の装垣 

再点义安を装置-過電流防止装霞-が気管巧け検知装置- 
燃焼巧送風機異常検出装置-奇をサー S スタ 

倚,属お 

お熱板1個、おが気筒じット1組、本体固定を具2恼、 

ゴム製送な管締巧バンド2個、スリーブ1陋 


^標準適室は、な団法人-曰本ガス石油概器工業をの算定畐萃によります。 

画アフターサービス 

■保証について 

参このコ□ナ石ミ由ス I ブじは保証書びついでいます。 


国仕様 

仕様 配線図 
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画据え付け•移設 

据え付け-移設工事は販売店に依頼ずる__ 

■"■ ょ'*^ ^^^哪 ぶ fil 岡画 ■ 冊而 — 腑 || 測 1§ 1 醒 — ffij||j|||||]|i ^»" » i ' ii " iii . i ^jiiii| j]|i 咖 11111}|11^^ 

据え巧(ナや移設工事は販売店または据え付け業者に依頼し、お客様ご白身ではおこなわないでください。 

据え付け場所の選定及び標準据え付け例_ 


据え巧けについでは、乂巧ず防条例、電気設備に関ずる技術畐華などまをの薑華びあります。工事説明書（工事編）の「特にを意 
しでいただきたいことほをのために必すお守りくださいりをお読みになり、販売底又は据え巧け業者とよくごホ目談しでください。 
また、 r 標準据え巧け例 J についでは、下図を参照しでください。 


• 側ち障害物は、両側にあってちよいび給排気 
筒と障害物、可燃物との距離は 45 cm な上とっ 
でください。 

• 前ちに据や建物びある場合は給排気筒先端と 
前ち障害物との S 目離は60011な上離し、かつ上 
ちおよび両側ちに気流を阻止する障害物か’な 
いよラにしでください。 

• 給排気筒下面は地面力、ら 20 cmi ^ 上離すよラに 
しでください。なお積雪地域では、給排気筒 
先端び雪でふさびるおそれのない高さを確保 
しでください。 

•木造の建物で壁にメタ;!レラスおり、ワイヤラス張り、 
またはを属板張りをしである場所に給排気筒を還す 
とさは、それらの金属部に接しないよラに電気の絶 
縁をしで < ださい。 

•壁に巧をあける場合、壁の内部にある電気配線.ガ 
ス- 水道の配管にあたらなし備巧を還んでください。 


給排気筒を延長ずる場合のま意 積雪地区におけるミ主意 



•正常運範しない場合は、11〜12ぺージ r 故障.異常の見分け巧と処 
置ち/ま J を参照しでください。 

•長期間のな管を、泻び設置する場含ち r 試運摄 J のま順にしたびい、 
試運疆をおこなつでください。 


r 運転 I ボタンを巧して「切」にしてください。 
(運輯ランプ消な） 


運お入/の 



燃烧室か’ち却すると自動的に 
燃焼用-巧流巧送風機か’止ま 
り、デジタル表示部が現在時 
刻表示になります。 


r 運輯 I ポタンを巧して「入」にしてください。 

(運乾ランプ点む） 

• I ごを意1 巧めでお使いになるときは、耐熱塗料などび焼け 
で煙と臭いびでます。，香をあけで部屋の換気をしでください。 
蓬起入/の •約5〜6分間のを備燃焼び終わると 

本燃焼に切りかわります。 

も。。巧 J ) •炎の状態は、青いおの中にいくらか 

の黄をいお(ホ义)がまじってち異常 
\ではありません。 


J レームサーモによる自動運輯がでをることを確認して 
<ださい。 


標準据え付け例 


ス I -ーブの据え付けは、下図を満足させる位置に取巧けでください。 
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お客様ご相談窓□一覧表 


修理サービスや製記についでのご相談は機種ちをご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□にご依頼ください。 

ご極居やご贈養品などでお函りの揚含は、下記のおおくの窓□にご袍談く 

十*^さし、 

ち称、所在地、電話垂号は、変更する場含か’ありますのでご3承ください。 


♦アフターサービスのお問い合わせは下記へどラぞ 

コロナ サービスセンターミゴ nuec ム、 


携帯電話 ’PHS 寄からは 
おろ01 20-919-302 最寄のサービスセンター 
^ (慢理受け専用ダイヤル）へ直接おかけ<ださい。 

FAX 01 20-919-322 — 

化お道.青森県.秋田県.岩手県のお客様は最客のサービス 
センターへ直接おかけください。 



東北地区 


:•ミミミ：：ミ:：.巧.づで.： 1. 、. . 

蘭東地区; 


f.. き:.金 C * * . •....化-’ 
ぶ. tv !. ^ . ぶ ザづ .. 

魅，；- 
北陸地艮 


東ミ琴地区 

--- 


近畿- 
四国地区 

虽：おぶ..::;7; ミ*:*::.を.如を 

:::ミ;さ.;ぎ.ぉ.く.ぶ..ご..:...ミ：.化ふ：がも;.*:. 


.…. 巧： .ぉさ;; を... i;: 巧:：ド:.みか… 

中国地区 


み ツ：X::..:.. .. ご '' «• 

か州地医 


本し 蜗 支店 
札螺サービス t ンター 
函館営業所 
陋川兽業巧 
帯広営業所 
細路営.業巧 
北見営業所 

置 巧 去 店 
責齋サービスたンター 
秋田営業前 
秋旧サービスたンター 
A 戸営業巧 
パ戸サーピス t ンター 
化前営業所 
化前サービスたンター 
盛岡営業巧 
盛岡サービス t ンター 
水巧営業所 

拙 台ち 巧 
イ山台サービスじンター 
郡山営黑所 
山お営業所 
巧巧営業所 

宫都國玄店 
曽都國サービス t ンター 


巧 

宵 

華 

III 

営 

叢 

瑞 

n 

樂 

お 

営 

業 

府 

玲 

業 

閲 

東 

支 

いたま営業 

崎 

営 

冀 

都 

再鲜 

業 


営 

葉 

戸 

営 

ば営 

業 

業 


iliS ^ 


ホし幅巿白石区平和通 16 T 目南 1-1 9 テ0〇 3 -0〇 2 8 TEL の 11 ) 86 4— 9づうがな雲） 

本し幌巿白5区ホ里娩 2 了吕も巧 〒〇〇 3 -〇 87 3 TEL (011)879-2121 ( jtg ) 

函提巿西お梗町2 1-2 干〇 41 -〇 82 4 TEL (0138)48—6070» t ^) 

脚 I 怖東組"棉1を 2 了目 2 - 5 〒の 8 うミ 6 1 TEU 0166)37-2330 a|gj 

帯缸13西1 8 を北 IT 曰 17 - 1 マ〇 8 〇-00が TEL か 155 ) 35 —巧巧姑雲） 

訓お巧巧園の 4-17 干 085-0038 TELfO 1 54)24-41 91 ( itg ) 

敲見击 il 巧町 9-1-30 干 090-0064 TEL (0157)26-2103 

青巧巧ちお1 了目 12-38 〒〇 30-0946 TEU 017)742— 8255(げ贵 

围巧巿ちお1了目 12-38 干 030-0946 TEL の 17)743—2971( 巧勤 

秋田巧泉や巧 4 T 目 4-18 〒〇 10-0917 TEL の 18)864-5671( 巧勤 

秋田巿列■脚 I 巨モ刈 109-1 〒〇 10-0802 了€し(01が864-日21.9(巧勤 

M 戸巿売市 4 T 目 4-7 〒〇31 -0073 T 巨し (0178)24—5289( げ勤 

H 戸巿売巿 4 T 目 4-7 〒〇3 1-0073 TEL (0178)47 —6609(巧表） 

か前巿田園 1-2-1 干 036-8086 TEL の172に 8-39 10(巧表） 

化前巧田園 1-2-1 干 036-8086 TEL (0172)26-4770( げ表） 

盛岡巧 P 32-1-42 〒〇 20-0823 TEL の 19) 目 22—4791( 巧表） 

盛岡巧巧 2-1-42 干 020-0823 TEL の 19)604—0281( 化表） 

與州巿水お区化お工業回地 4 T 目79 干 023-0002 了51_(0197に2—4155(巧表） 

仙台巿宫城野区日ノ化の 1-7-32 〒983-0035 TEU 022 に 35-3181( 巧ま） 

仙台市宫城野区日ノ出の 1-7-31 T 983-0035 TEU 022)783-1791( げ孰 

郡山巧垄田 1-51- 9 干 963-8033 TEL の24)9：38—2240(代表） 

山形巧東青田 3-6-28 干 990-2423 TEL の 23)642— 3255(巧を） 

酒田巧錦の' 1-183-1 〒998-0103 TEL (0234)31— 0571りセ表） 

まを都化区涅島 8-4-8 〒り 4 -000 3 TEL (0 3 巧 927 -]]引が雲） 

囊寞都：!眶置島8- 4 -8 〒り 4 -000 3 TELf 03)3911-11 31 Utg ) 

東を都；!帳畳屋 8 - 4 - 8 干 114 -0003 TEL (03)3927- n 52 a ； tg ) 

菱巧巧高松の1- 22 -3 干 19 0-001 1 TELf 042)5 1 9-527 latgj 

松戸巿昌塚新田9日-5 干 27 0- 222 2 TEL ^ 4 か 12 — 833 〇如表^ 

お巧漂戸塚区原桓 4 T 吕 7- 13 干 245-0063 TEL (045)852-4008 a | g ) 

S 養! IS 置留慕招が町西を 249 ,-2 〒 4 〇 9 - 3866 巧曲蘇結?—!親婚蠢 

さいたま巿北区宫原の1- 674 -2 〒 33 1-〇 81 2王巨曲城龍]-なミ始雲） 

さいたま巿 j 呕宣原面 1 - 674 -2 〒 33 1-繫じ崔喊城器-組擢 

高崎巿問屋町困 1 - 3 -の 干 37 〇-〇〇〇 7 TELW な指お一お能姑氯 

を邸宮巧梁源の2313 〒:3 2 1-〇 93 3 TEL (028)632-5105 a - eg ) 

芙田巧昌林東町 2 3 7 5 〒 373 -〇 825 TEL (0276)38-657 lNtg ) 

を口击巧 乾 653-2 〒31 0-0852 TEL 批 9)241-21 72姑勤 

つくば巿谷田部 6788- 19 干 305-0861 TEL わ 29^39-5325 お勤 

ミを巿巧浏 3-2- 15 〒955-0864 TEL く 0256)32-21 26く巧表） 

二を巿曲糾 3-2-15 干 955-0864 了£1_わ2已6;32—2129お表) 

窥 im 雲をを基 1-6-41 〒 95 〇-〇 855 TEL 025)286-91 31 

誦晶題 i 點客 干 381-0022 TEL 026 221-5111 代表 

驟黯養殼 1請7852 〒399-0033 TEL(0263)26-0051 

ちお巿駅西が町 1-1-25 〒920-0027 TEL (076)260-0567( 巧き） 

i 裝飄認ん-1-25 ^920-0027 TEL 076 260-0038 

宣山巿田中町 2-3-1 日 T 930-0985 TEL り76如 44— 0日67リセ表） 

覆用 b 和田東 1-607 干91 8-8237 TeU 0776)23 -0567如表ミ 

名古屋巿熱田区が田町 16 - 11 〒が 6 -000 4 TEyOS ミ) 7 お一雖99猫雲） 

ちち屋去み田区松'田も 6-1 1 〒が 6 -000 4 TEL (052)746—6603 Htl ^) 

ii 請 ii 置 b ! をん30 1422-8034 TEU 054 238-0005 f ||) 

掛岡巧駿巧区高お 2 -巧- 3 〇 1422-8034 TEL (054)238-0016(| tg ) 

お阜も六会南 2-7 -る 下500 -8358 TEL く 058)268— 7日日日く巧雲） 

謹謂髮謹裝 9-38 〒5 14-081 9 TEL 批9批 4- 8471扣表ミ 

iSmiil 888-1 __ t 4 10^0303 TeU 。 55 ミ 968 - 6 SI 0如表）_ 

蜘 H 巿南を田 1-8-47 干 564-0044 TEL り 6)6380-2 リ王が蕾） 

ぶ置も麗塞田 1-8-47 〒564-0044 TEL 06;6386-5670で勤 

醫の巿今里町 1-8-5 〒760-0078 TEL お 87)83 日_1なぶち雲） 

京都巿げ見区巧田段ノリ腸町 7 0-1 〒おミうおう崔说城説弓-弓2お猫雲 

巧口巧西区ほミ 5-1 32 干651 -21 33 TEL (078)922-2431 ( ftg ) 

彦根巿圧巧寺町巧化 7 8 〒 522 -0〇 2 4 TEL (07 49 に 4 — 6239 (巧雲） 

'福冗品15荒巧東町68 干 620-0061 TEL 如口 3ミ22 -0827 如凍） 

に置巧ま位南区お画3- 27 - 2 〇 T 731-0138 TEL の 82 ) 871 - 33 ，〇がお） 

広島巿安化南区®園 3 - 27 - 2 〇 〒な卜扣裴崔视裝概4-弓弓巧援囊 

岡山巧辰己3日-103 干 700-0976 了51_化86に43-7751(化表） 

米子巧目义実の 235 -1 干 683 -〇〇ぉ TEL (0859)33-8157 am ) 

周励15極山すーノ片手5631 -4 デ 745-0882 TEL か 834 た 2 - 5567 如壺5 

福岡巿博を区東比惠 2-2-40 T 812-0007 TEL (092)474-5771 ( j | g ) 

径岡巧博る区東比恵2-ク -40 于 812 -00〇 7 TEL ミ 592 ) 474 — 6 〇01リで表^ 

S 離龍?退錢 -6 -り4 1803-0828 TEL 093 592-861 1 ||| 

mSSPRB ょ 7 - 16 - 5 。 ：體うおぅ诏"お滅缴-熙涩蠢 

熊本お尾ノ上 1-11-12 1-862-0913 TEU 096)3 67 — 7361 偶羣） 

Sii 彼欄時測在麵ぉ旧 74-1 ZS 51-2106 tel 095)882-7710 II 

宜崎な混島 3 - 59 -2 づ弓料?器车 i 卜備蝶劈-巧规法蠢 

大み1^3左 1-19-7 1-870-0108 T 巨1_(097)523—51 qU げ衷） 

宜野遲市き地迫738 テ 901-2227 TEL の 98)897-5677( 巧尉 

シーサイド•パーク102 


01107002 


巧爲 支度 
兰をサービスたン ター 
が爲東営葉戸斤 
長野営業所 
化ぶ営業所 

金 巧を 店 
まミ只サービスたンター 
冨山営業所 
福巧営業巧 

名古屋玄巧 
名古屋 サービス 它ン ター 
詰岡営業巧 
靜岡サービスじンター 
崎阜営業巧 
澤 営業所 
沼津営業巧 

大阪を 店 
大阪サービスむンター 
高巧営業所 
京都営業所 
神戸営業所 
彥根営業巧 
福巧山営業所 

広 島 支ち 
広島サ ーピス t ン ター 
晒山営業所 
米号営業所 
徳山営業所 

福 陶去店 

福阿サービスたンター 
j ヒ九州営業所 
鹿丹島営業所 
熊本営業所 
長崎営業所 
客崎営業所 
大分営業所 

巧縄営業所 


本ネ王-ェ揚 
柏崎工場 
長阐工場 


=条巿東新お 7-7 テ95已 -851 0 TEL の 256)32-21 11(大巧表） 

巧崎巿宝町 2-58 干945-0817 T 巨し (02 已 7)23— 5175(巧表） 

長岡巿下乗の倉ノ浦1069干 940-1 14色下巨し(〇2己の22—2121(巧表） 


FAX の11 )863-3 154 
FAXmi 1)871-2000 
FAX (0138)48-6080 
FAX (0166)37-"2338 
FAX (0155)35-7510 
FAX (0154)24-0451 
FAX (0157)26-2107 

FAX の 17)742-8275 
FAX の 17)743-1118 
FAX の 18)864-8468 
FAX (018)864-5760 
FAX (0178)45-4290 
FAX の 178)71-1344 
FAX (0172)28-0191 
FAX の 172)29—1133 
FAX の 19)622—5244 
FAX (019)604-0283 
FAX (0197)22-4452 

FAX (022 に 36 - 8810 
FAX の 22)783-1792 
FAX の 24)938-3021 
FAX (023)642-3254 
FAX の 234)31 — 0581 

FAX (03)3927-1160 
FAX わ 3)3927-1130 
FAX か 3 ミ 3927-1160 
FAX わ 42) 日 28—2382 
FAX (047)312-8338 
FAX (045)852-5540 
FAX (055)268-1569 
FAX わ 48)651 -6370 
FAX わ 4 が 651-6370 
FAX (027)361-9139 
FAX か 2 が目 32—5205 
FAX ミ0276 )38 -目 508 
FAX (029)241-4268 
FAX (029) W 6-* i 913 


千 955-0864 
干 95 己- 0864 
干 950-0855 
干 381-0022 
T 399-0033 

〒の 0-0027 
〒920-0027 
干 930-0985 
干91 8-8237 

〒が 6- 0004 
干4日 6-0004 
〒422-8034 
テ 422-8034 
〒500 -8358 
テ日 14-0819 
干4 10- 0303 

干 564-0044 
干 564-0044 
〒760-0078 
〒目 12-8414 
〒6已 1-2133 
〒 522- 0024 

干 620-0061 

千 731-0138 
干 731-0138 
干700 -0976 
〒 683-0035 
于 745- 0882 

干8に-0007 
〒81 2-0007 
〒803-0828 
干 890-0034 
〒862-0913 
デ8己 1-2 106 
〒880-0032 
〒870-0108 


TE しく 〇巧 6 ) 32 — 2126 くげ表） 
TEL (0256)32-"21 29mm 
TEL わ 25)286-913 バけ表^ 
TEL わ26た 21— 511パげ表） 
TEL (0263)26-0051 如表） 

TE しの 76)260-0 日67 くげ表） 
TEL か 76)260— 003如げ表） 
T 巨しの7が4 44 -0日 67 リザ表） 
TeU 0776)23— 0567か^表） 


FAX (0256)35-8519 
FAX り256わ 2-2 137 
FAX わ25に86-3313 
FAX か26た2 1-0039 
FAX か263に 5—9961 

FAX (076)260-0775 
FAX り 76)260— 0738 
FAX わ 76)444 —0611 
FAX か 776)23— 0580 


TEL (052； 
TEUo 日 2 
T 巨 11054 
TEL (054： 
T 目 L く058; 
TE しむ)己9 
TEL (055： 


，フが—6600(化表） 
1746-6603打ち表^ 
238— 000日^げ表） 
238-00 16诉表） 
1268-7 己55 くげ表） 
f 234— 847バ巧表） 
>968-62 10如表） 


FAX (0523 
FAX の 52] 
FAX (054； 
FAX 如斗 
FAX り58; 
FAX か59; 
FAX わ日5 


884-6551 
884-6554 
238—0006 
238-0822 
268-7550 
234-8472 
968 - 6212 


TEL (06)6380-21 1パ巧表） 
TE ^ O 目) 6386-5670( げ表) 
TE しか 87)835-171 バ巧表） 
TEL か 75)643-2002 的表） 
T 巨 L か7が 922-2431 (巧表） 
T 乱わ 749)24-6239 的表） 
T 巨 L か773ミ22-0827(化最) 

TE しの 82)87 1 -33 10(巧表） 
TEL (082》87 1 -33 1日か i 表） 
TEL か 86)243-775 パ巧表） 
TEL ミ 0859)33-81 57的就 
T 巨 L か834う 22-5567 ミげ表） 

TE し (092)474— 5771(け表） 
TEL (092)474"6001 的表） 
TEL (093)592-8611 如表ミ 
TEL 《099》28 1—132パげ表） 
TELf 096)367-7361 的封 
TEU 095)882— 7710¢ 巧表） 
T 巨しか 985)29- 1680《巧表） 
T 巨 U 097)523 —5161 ^ げ表） 


FAX (06)6386-?262 
FAX (06)6386-5588 
戶 AX の 87)835-0160 
FAX り 75)643— 0870 
FAX ^7 が 922— 24：38 
FAX わ 749)26— 2116 
FAX わ 773)23-7 目92 

FAX く 082)871-3306 
FAX わ82お 71— 0272 
FAX の8が 243-7191 
FAX (0859)23-0709 
FAX (0834)22-5589 

FAX (092)474-5775 
FAX 如 2)474-64 14 
FAX (093)592-8666 
FAX り 9 が 281-1252 
FAXC 096)369-6323 
FAX (095)882-7767 
FAX わ 985 に 5—0685 
FAX わ 97)523—5162 


テ 901-2227 TEL の 98)897—5677( 巧尉 FAX (098)897-5679 


株ぶ舍社 


205WA0718-0 12 3 か口 20 






